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第4節  広 報 
4.1 熊本県企業局 「荒瀬ダム撤去ホームページ」 

 荒瀬ダム撤去は、国内初の本格的なコンクリートダム撤去として積極的な情報発信が求められ

ており、得られた様々な技術的・学術的な知見は、後世に伝えるべき貴重な財産です。 

平成 24 年度の荒瀬ダム撤去工事の着手に伴い、新たに「荒瀬ダム撤去ホームページ」を開設し、

工事の進捗に応じて発信する情報や荒瀬ダム撤去フォローアップ専門委員会・地域対策協議会な

どの情報を広く公開しました。また、撤去工事期間中は、週間工程表や発破作業による通行止め

等の情報を随時更新しながら、工事を進めました。 
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「荒瀬ダム撤去ホームページ」掲載情報の一例 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

 

 

4.2 熊本県企業局 「荒瀬ダム本体等撤去に伴う地元説明会」 
 企業局では、平成 24 年度から 6 カ年にわたる工事を実施するため、地元住民の皆様へ工事内容

等の周知及び工事へのご協力をお願いする工事説明会を 7回開催しました。  

 「荒瀬ダム本体等撤去に伴う地元説明会」の開催日及び説明内容 

開催回数 開催日時 会 場 説明内容 

第 1回 平成 24 年 7 月 6 日  

八代市坂本町 

坂本公民館 

（現坂本ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ） 

当該年度の施工内容及び前

年度の工事結果を報告（平

成 25 年度は、施工手順の見

直しを報告したため 2 回実

施）。 

第 2回 平成 25 年 7 月 12 日 

第 3回 平成 25 年 11 月 28 日 

第 4回 平成 26 年 7 月 24 日 

第 5回 平成 27 年 7 月 30 日 

第 6回 平成 28 年 10 月 20 日 

第 7回 平成 29 年 10 月 27 日 

 

4.3 熊本県企業局 「報道資料」 
 荒瀬ダム本体等撤去工事に関して、工事工程や行事をとりまとめ、報道機関に情報を提供し、

取材等に役立ててもらいました。また、工事への理解を深めていただくため、各年度の工事開始

や発破作業によるダム撤去の情報を提供しました。6 年間で約 50 件の情報を提供しました。 

荒瀬ダム本体等撤去工事に関する「報道資料」の内容 

年 度 内 容 

平成 24 年度 安全祈願祭、工事スケジュール、工事見学会、水位低下ゲート工場撮影、放

流工掘削、工事説明会、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ専門委員会開催など 

平成 25 年度 水位低下ゲート搬入・設置、水位低下、制御発破作業、試験発破、導水トン

ネル埋戻、工事説明会、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ専門委員会開催など 

平成 26 年度 発破作業の実施、みお筋開放、工事説明会、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ専門委員会開催など 

平成 27 年度 発破作業の実施、工事説明会、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ専門委員会開催など 

平成 28 年度 発破作業の実施、工事説明会、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ専門委員会開催など 

平成 29 年度 完了式典、工事説明会、ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ専門委員会開催など 

 

「荒瀬ダム撤去ホームページ」ＵＲＬ 

http://www.arasedamtekkyo.hinokuni-net.jp 
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荒瀬ダム本体等撤去工事に関する「報道資料」の一例 
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4.4 フジタ・中山建設工事共同企業体「荒瀬ダム本体等撤去工事ウェブサイト」 
 荒瀬ダム本体等撤去工事の受注者であるフジタ・中山建設工事共同企業体も「荒瀬ダム本体等

撤去工事ウェブサイト」を開設し、工事概要や工程表を公開しながら工事を進めました。 
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「荒瀬ダム本体等撤去工事ウェブサイト」掲載情報の一例 

平成 24 年 11 月 

 

 平成 25 年 3 月 
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平成 27 年 3 月 

 

平成 28 年 3 月 
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平成 29 年 3 月（最終号） 

 

 

4.5 工事見学・視察 
 国内初の本格的なコンクリートダム撤去であることなどから、各自治体や団体の関心が高く、

希望者については、現地工事見学や視察を受け入れました。6 年間で 121 団体、1,812 名の工事

見学・視察がありました。 

 現地工事見学や視察の団体及び件数 

年 度 団体等 団体件数 人数 

平成 24 年度 土木学会環境水理部会、熊本大学社会環境工学科、土木

学会基礎水理部会、日本技術士会九州本部建設部会、建

設コンサルタントなど 

23 件 330 名 

平成 25 年度 日本技術士会九州本部青年技術士交流委員会、川づく

り・海づくり日韓大学生交流会、熊本大学社会環境工学

科、熊本高専など 

37 件 491 名 

平成 26 年度 建設業労働災害防止協会佐賀県支部神崎分会、日本コン

クリート工学会九州支部、熊本大学グローバルエコリー

ダー、豊田工業高等専門学校環境都市工学科など 

24 件 312 名 

平成 27 年度 応用生態工学会、北部九州河川利用協会、九州地区水道

企業団協議会、長崎大学工学部、日奈久中学校、坂本中

学校など 

21 件 441 名 

平成 28 年度 日本生物教育会、熊本県退職者建設技術会、坂本中学校、

宮崎県企業局、沖縄県企業局など 

10 件 109 名 

平成 29 年度 日本砕石協会、建設コンサルタンツ協会九州支部、神戸

川漁協協同組合、環境省生物多様性主流化室など 

6 件 129 名 

 




